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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  1,146  63.1  △210  －  △237  －  △240  －

22年３月期第１四半期  703  △73.6  △302  －  △296  －  △296  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △10  24  －  －

22年３月期第１四半期  △21  93  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  5,884  1,856  31.5  78  92

22年３月期  6,105  2,100  34.4  89  29

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 1,856百万円 22年３月期 2,100百万円 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        －        －        －        －      

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0  00  －        0  00  0  00

（注）当四半期における配当予想の修正有無： 有 ・ 無 

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,050  44.0  △70  －  △90  －  △105  －  △4  46

通期  4,350  32.4  50  －  0  －  △35  －  △1  49

（注）当四半期における業績予想の修正有無： 有 ・ 無 



４．その他（詳細は、［添付資料］２ページ「その他」をご覧ください。） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予

想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さ

い。  

（１）当四半期中における重要な子会社の異動  ： 有 ・ 無 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有 ・無 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 ・ 無 

② ①以外の変更        ： 有 ・ 無 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 23,550,000株 22年３月期 23,550,000株 

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 27,523株 22年３月期 26,634株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 23,523,070株 22年３月期１Ｑ 13,525,166株 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

   当第１四半期における経済は世界的にはヨーロッパの金融不安などの懸念材料はあるものの、中国・アジア経済の

堅調な成長、米国経済の底打ちなど改善基調がより色濃くなってきております。 

  一方わが国経済においては設備投資の下げ止まり、生産の持ち直し等民間需要での緩やかな回復の兆しはみられる

ものの、雇用情勢や個人消費の回復にはまだ時間を要す状況であり、先行きは依然厳しいものとなっています。 

   このような状況のもとで当社グループは、得意分野である大型特殊機及びホットプレスの販売を集中・強化する戦

略で収益改善を図ってまいりましたが、当第１四半期においては自動車関連企業を中心とする設備投資の再開が始ま

るなど環境は少しずつ改善されてきております。 

   当第１四半期累計売上額につきましては、射出成形機は478百万円（前年同期比79.7％増）、プレス機は263百万円

（前年同期比220.7％増）、金型・周辺機器等その他を含めた総売上高は1,146百万円（前年同期比63.1％増）となり

ました。このうち国内売上高は268百万円（前年同期比42.7％減）、海外売上高は877百万円（前年同期比275.2％

増）となり、連結売上高に占める海外売上高は76.6％となりました。 

   利益面につきましては、経常損失は237百万円、四半期純損失は240百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期における総資産は、5,884百万円となり、前連結会計年度末に比べ220百万円減少しました。流動資

産は、棚卸資産の減少等により、前連結会計年度末に比べ183百万円減少の4,267百万円となりました。固定資産

は、減価償却等により、前連結会計年度末に比べ37百万円減少の1,617百万円となりました。負債は、仕入債務の

増加等により、前連結会計年度末に比べ23百万円増加の4,028百万円となりました。純資産は、四半期純損失の計

上等により、前連結会計年度末に比べ243百万円減少の1,856百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の見通しにつきましては、今後、期内売上の確保と受注の積み上げに注力する所存であり、現段階では業績

予想の変更はいたしません。なお、今後の事業の推移により業績を見直す必要が生じた場合には、適宜に見直し、

数値を開示する予定です。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

たな卸資産の評価方法  

 当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地た

な卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

  

法人税の納付税額の算定 

 法人税の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。  

  

（連結子会社の資産及び負債の評価方法に関する事項）  

 当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26日)、

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「『研究開発費等に係る会計基

準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



準第7号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日）、

「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用し、連結子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時価評価法に変更しておりま

す。これによる、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

（建物の減価償却方法の変更） 

 従来当社は、建物（但し、平成10年4月１日以降に取得した分を除く）及び建物附属設備の減価償却方法とし

て定率法を採用しておりましたが、当事業年度より定額法に変更いたしました。 

 この変更は、株式会社日本製鋼所の連結子会社となったことを契機として、原価管理方法の見直しを行った結

果、建物及び附属設備について定額法に変更することで、より適切な原価計算制度を確立するために行ったもの

であります。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当事業年度において、営業損失、経常損失及び税金等調整

前四半期純損失が４百万円増加しております。 

  

（追加情報） 

 固定資産の耐用年数の変更 

 株式会社日本製鋼所の連結子会社となったことを契機として、一部建物の経済的耐用年数の見直しを行い、耐

用年数を変更いたしました。この変更により、従来と同一の耐用年数によった場合と比較して、営業損失、経常

損失、及び税金等調整前四半期純損失が４百万円減少しております。 

  

（表示方法の変更）  

 四半期連結損益計算書 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当社グループは、前々連結会計年度及び前連結会計年度において営業損失、当期純損失を計上、当第１四半期

においても 百万円の営業損失、 百万円の四半期純損失を計上し、継続的に損失を計上しております。当該

状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在しております。  

 前連結会計年度の損失発生の主因は急激な設備投資の冷え込みによる予想以上の売上高低下に加え熾烈な価格

競争による収益の悪化によるものですが、昨年度に実施した人員合理化を含めた合理化諸策による固定費を低減

した事業基盤をベースに、当社の強みであります自動車関連企業向けの大型特殊機やホットプレス等に特化した

販売活動で収益改善活動を推進しております。 

 しかし、これらの対応策を実施してゆくためには、得意先各企業の設備投資額が回復していくことが前提とな

っておりますが、国内では雇用情勢の回復の遅れやデフレ状況、海外においてもヨーロッパの金融不安などによ

り、予定どおり実行できない景気を下押しするリスクが存在しており景況は依然厳しいこと、また金融機関との

関係は良好であるものの、運転資金を短期の借換えに拠っているため現時点では継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められます。 

  

 １． 営業施策 

  顧客ニーズをとらえた機械・システムの開発とサービスの提案を強化していく。 

 ① 特殊／大型射出成形機 

 ・ 自動車関連企業を中心とする顧客ニーズにマッチした専用機の開発・販売及び成形ノウハウの提案 

 ・ 差別化された大型直圧電動成形機（Ｍｕ-Ｄシリーズ）の販売 

 ② プレス機 

 ・ プレス機・ラミネータ機の既存顧客の囲い込みによる販売強化 

 ・ 太陽電池関連装置等の新用途に適応したラミネータ機の開発 

 ③ サービス 

 ・ 既設機の付加価値向上のための提案、改造、点検の強化 

 ２． 株式会社日本製鋼所との資本業務提携の推進 

 ① 中・小型電動射出成形機の受託販売 

 ② 営業基盤相互活用による販売強化 

 ③ 資材共同調達によるコストダウン 
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 ④ 新機種共同開発（バンパー専用大型電動射出成形機、大型対向２色電動射出成形機等） 

 金融機関との良好な関係の下、上記の施策を推進してゆくことにより、継続企業の前提に疑義を生じさせる状

況の解消に向け邁進してまいります。なお、当社グループは上記のような対応策を実行中であり、四半期連結財

務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四半期連結財務

諸表には反映しておりません。 

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,238,330 1,320,447 

受取手形及び売掛金 1,049,786 954,080 

製品 102,831 166,252 

仕掛品 530,555 463,588 

原材料及び貯蔵品 1,297,876 1,382,083 

その他 50,516 167,273 

貸倒引当金 △2,616 △3,378 

流動資産合計 4,267,280 4,450,347 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 859,511 878,840 

機械装置及び運搬具（純額） 261,102 271,459 

土地 337,084 337,084 

その他（純額） 54,361 58,253 

有形固定資産合計 1,512,060 1,545,639 

無形固定資産 37,995 40,426 

投資その他の資産   

投資有価証券 5,675 5,675 

その他 273,996 275,607 

貸倒引当金 △212,406 △212,406 

投資その他の資産合計 67,265 68,875 

固定資産合計 1,617,320 1,654,941 

資産合計 5,884,601 6,105,288 



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 896,054 703,681 

短期借入金 2,062,177 2,060,000 

1年内返済予定の長期借入金 30,192 38,442 

未払法人税等 6,214 19,713 

引当金 23,589 13,681 

その他 223,337 412,239 

流動負債合計 3,241,564 3,247,758 

固定負債   

長期借入金 94,176 98,724 

退職給付引当金 629,028 592,448 

役員退職慰労引当金 4,080 3,570 

その他 59,244 62,462 

固定負債合計 786,529 757,204 

負債合計 4,028,094 4,004,963 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,008,500 3,008,500 

資本剰余金 625,270 625,270 

利益剰余金 △1,756,596 △1,515,597 

自己株式 △6,645 △6,557 

株主資本合計 1,870,528 2,111,615 

評価・換算差額等   

為替換算調整勘定 △14,021 △11,289 

評価・換算差額等合計 △14,021 △11,289 

少数株主持分 － － 

純資産合計 1,856,506 2,100,325 

負債純資産合計 5,884,601 6,105,288 



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

売上高 703,191 1,146,586 

売上原価 583,358 981,654 

売上総利益 119,832 164,931 

販売費及び一般管理費 422,830 375,055 

営業損失（△） △302,997 △210,123 

営業外収益   

受取利息 65 22 

受取配当金 136 146 

仕入割引 33 78 

受取賃貸料 － 600 

助成金収入 21,033 － 

その他 4,328 1,894 

営業外収益合計 25,596 2,741 

営業外費用   

支払利息 14,558 19,215 

為替差損 4,576 10,641 

手形売却損 61 25 

その他 149 149 

営業外費用合計 19,345 30,031 

経常損失（△） △296,746 △237,413 

特別利益   

固定資産売却益 972 － 

貸倒引当金戻入額 576 762 

役員退職慰労金返上益 800 － 

特別利益合計 2,348 762 

特別損失   

固定資産除売却損 － 38 

特別損失合計 － 38 

税金等調整前四半期純損失（△） △294,397 △236,688 

法人税、住民税及び事業税 4,300 4,310 

法人税等合計 4,300 4,310 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △240,999 

少数株主損失（△） △2,066 － 

四半期純損失（△） △296,631 △240,999 



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △294,397 △236,688 

減価償却費 53,200 40,105 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,303 △762 

引当金の増減額（△は減少） △397 9,908 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,654 36,579 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 660 510 

受取利息及び受取配当金 △235 △247 

支払利息 14,558 19,215 

為替差損益（△は益） 90 137 

固定資産除却損 － 38 

固定資産売却損益（△は益） △972 － 

売上債権の増減額（△は増加） 891,612 △97,009 

たな卸資産の増減額（△は増加） △32,715 77,314 

仕入債務の増減額（△は減少） △701,155 192,917 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,805 △5,210 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △101,875 △188,612 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △800 △900 

小計 △161,269 △152,705 

利息及び配当金の受取額 235 247 

利息の支払額 △14,558 △19,215 

法人税等の支払額 △17,317 △17,485 

営業活動によるキャッシュ・フロー △192,909 △189,157 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △12,128 △35 

有形及び無形固定資産の売却による収入 998 121,254 

その他の支出 △488 △310 

その他の収入 1,049 1,197 

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,568 122,105 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 9,684 

短期借入金の返済による支出 △9,500 △7,506 

長期借入れによる収入 10,000 － 

長期借入金の返済による支出 △38,168 △12,798 

リース債務の返済による支出 △1,878 △2,260 

自己株式の取得による支出 △65 △87 

財務活動によるキャッシュ・フロー △39,612 △12,968 

現金及び現金同等物に係る換算差額 404 △2,096 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △242,684 △82,116 

現金及び現金同等物の期首残高 1,280,342 1,320,447 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,037,657 1,238,330 



 当社グループは、前々連結会計年度及び前連結会計年度において営業損失、当期純損失を計上、当第１四半期

においても営業損失 百万円、四半期純損失 百万円を計上し、継続的に損失を計上しております。当該状況

により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。  

 前連結会計年度の損失発生の主因は急激な設備投資の冷え込みによる予想以上の売上高低下に加え熾烈な価格

競争による収益の悪化によるものですが、昨年度に実施した人員合理化を含めた合理化諸策による固定費を低減

した事業基盤をベースに、当社の強みであります自動車関連企業向けの大型特殊機やホットプレス等に特化した

販売活動で収益改善活動を推進しております。 

 しかし、これらの対応策を実施してゆくためには、得意先各企業の設備投資額が回復していくことが前提とな

っておりますが、国内では雇用情勢の回復の遅れやデフレ状況、海外においてもヨーロッパの金融不安などによ

り、予定どおり実行できない景気を下押しするリスクが存在しており景況は依然厳しいこと、また金融機関との

関係は良好であるものの、運転資金を短期の借換えに拠っているため現時点では継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められます。 

  

 １． 営業施策 

  顧客ニーズをとらえた機械・システムの開発とサービスの提案を強化していく。 

 ① 特殊／大型射出成形機 

 ・ 自動車関連企業を中心とする顧客ニーズにマッチした専用機の開発・販売及び成形ノウハウの提案 

 ・ 差別化された大型直圧電動成形機（Ｍｕ-Ｄシリーズ）の販売 

 ② プレス機 

 ・ プレス機・ラミネータ機の既存顧客の囲い込みによる販売強化 

 ・ 太陽電池関連装置等の新用途に適応したラミネータ機の開発 

 ③ サービス 

 ・ 既設機の付加価値向上のための提案、改造、点検の強化 

 ２． 株式会社日本製鋼所との資本業務提携の推進 

 ① 中・小型電動射出成形機の受託販売 

 ② 営業基盤相互活用による販売強化 

 ③ 資材共同調達によるコストダウン 

 ④ 新機種共同開発（バンパー専用大型電動射出成形機、大型対向２色電動射出成形機等） 

 金融機関との良好な関係の下、上記の施策を推進してゆくことにより、継続企業の前提に疑義を生じさせる状

況の解消に向け邁進してまいります。なお、当社グループは上記のような対応策を実行中であり、四半期連結財

務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四半期連結財務

諸表には反映しておりません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

210 240

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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